
様式第5号(第3条、第4条関係)

履歴書(総合事務組合用)

(フリガナ)
　
生年月日
昭和

平成
年　　月　　日生　　

氏名
印　






職名
　

就職年月日
年　　　月　　　日　　
退職年月日
平成　　　年　　　月　　　日

1　給料月額

区分
給料表の種別
級号給
金額

退職日給料月額
　
級　　号給
円

平成18年3月31日現在給料月額
　
級　　号給
円

2　調整額の区分等

調整額の区分
市町等名・旧市町等名
給料表の種別
級・号給
在職期間
月数

第　　号
　
　
　
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
月

第　　号
　
　
　
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
月

第　　号
　
　
　
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
月

第　　号
　
　
　
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
月

第　　号
　
　
　
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
月

第　　号
　
　
　
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
月

3　休職期間の有無

休職期間
　　□　有　　　□　無

休職の種別
番号
育児休業の場合の子の誕生日
休職等期間

①休職
②停職
③育児休業
④育児短時間勤務
⑤自己啓発等休業
⑥専従休職
番　

(　　　　　)
年　　月　　日
年　　月　　日～　　　　年　　月　　日


番　

(　　　　　)
年　　月　　日
年　　月　　日～　　　　年　　月　　日


番　

(　　　　　)
年　　月　　日
年　　月　　日～　　　　年　　月　　日


番　

(　　　　　)
年　　月　　日
年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

4　前歴期間の有無

前歴期間
　　□　有　　　□　無

他の地方公共団体等の名称及び期間
　
年　　月　　日～　　　　年　　月　　日


　
年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

5　消防職員であった期間

年　　月　　日～　　　　年　　月　　日
年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

　上記のとおり相違ないことを証明します。
　　平成　　年　　月　　日
(組合市町長)　　　　　　　　　　　　　
印　　
　　　広島県市町総合事務組合管理者　様
〔注意事項〕
　1　給料月額
　　(1)　給料月額は給料表に定める額で、減額改定により経過措置として平成18年4月1日から支給されている差額に相当する額は含みません。
　　(2)　減額条例などで給料が減額されて支給されている場合には、減額前の額を記入してください。また、退職前に特別昇給があった場合には必ず記入してください。
　2　調整額の区分等
　　(1)　「基礎在職期間における職員の区分についての表」を参考に記入してください。
　　(2)　退職前5年間に在職した級ごとに調整額の区分、市町等名、給料表の種別、在職期間及び月数を記入してください。(同じ級であっても号給により調整額の区分が異なる場合には、それぞれに区分し記入してください。)
　　(3)　自己都合退職で勤続期間が9年以下の場合は、調整額の区分等の記入の必要はありません。
　3　休職期間の有無
　　(1)　休職期間の有無については、該当する□にレ印を記入してください。
　　(2)　休職期間がある場合には、休職の種別の番号を番号欄へ記入するとともに(　)内に「私傷病・公務上の傷病・通勤途上の傷病又は刑事事件に係る起訴」のように具体的に記入してください。
　　(3)　育児休業の場合は、当該休業に係る子の誕生日を記入してください。
　4　前歴期間の有無
　　(1)　前歴期間の有無については、該当する□にレ印を記入してください。
　　(2)　前歴期間がある場合には、その期間に係る官公署名及び当該期間を記入してください。
　5　消防職員であった期間
　　　消防職員とは、退職時の階級が消防司令補以下の階級であった職員をいいます。
　6　その他
　　　この履歴書に平成8年4月1日以降の給料の異動が確認できる書類を添付してください。

